
 

 

 

 
    

DREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUE    
✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 

        おおおお祈祈祈祈りのりのりのりのリクエストリクエストリクエストリクエスト        

●日本の家族の救いのた

めに 

●各スモールグループのオ

イコス伝導のために 

●入門者クラスのために 

（田中兄、りえ姉、亜津子

姉、裕兄、彩沙姉） 

●英語部の働きのために 

●小さな子供を持つお母

さん方のクラスのため 

●堀田兄弟の神学校での

学びのために 

●癒しの祈り：恵理奈ちゃ

んの網膜芽細胞腫、植木

ケン兄の糖尿病、神崎先

生の目、倉田一徳さんの

脳腫瘍、新井雅之兄の

癌、夕紀子姉の緑内障、

中村裕二先生の直腸

癌、以津子姉、Kahoku さ

ん 
        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では、ご

意見・質問等何でも受け

付けております。 
lvjccdw@hotmail.co.jp 

発行人： 鶴田健次 

編集人： 松岡みどり 
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      ■■ 束縛束縛束縛束縛からのからのからのからの解放解放解放解放    ■■        

 
  ギリシア神話にシーシュポスの物語があります。シーシュポ

スは地獄に落ち、刑罰として、大きな岩を転がしながら山の

上まで上げるという大変な仕事を課せられてしまいます。ところ

が、もう少しで頂上に達するというところで、無残にも岩は転げ

落ちてしまいます。そこで彼は、もう一度、初めからやり直しま

すが、あと一歩で頂上に達するという所で、またもや岩は転げ

落ち、こうしてシーシュポスは、この同じ労役を永久に繰り返す

という話です。 

  この物語は、この世のいつ終わるかも知れない営みは、結

局は無意味なものかという問いかけです。確かに輪廻の世界

観のように、生きるということが永久に繰り返される活動で、し

かも何の結果ももたらさないものだとしたら、これほど不条理で

意味のないものはありません。しかし聖書の世界観は、全く違

う視点から、人生の素晴らしい意味と共に、病気や、試練

や、死に対してさえ意味を与えることができるのです。 

  さて、使徒行伝の３章には、人生の意味を見出すことがで

きずにいた一人の人物が描かれています。この人物は、生ま

れて４０年間、一度も歩いたことがなく、エルサレムの神殿で

乞食をしていた男です。そして、この生涯乞食をしてきた男

が、キリストの弟子であったペテロとヨハネとの出会いを通して、

考えもしなかった全く新しい人生を生きるようになるのです。 

 ①①①①    霊的束縛霊的束縛霊的束縛霊的束縛のののの中中中中にあるにあるにあるにある人生人生人生人生    

  ここで起こった出来事は、生まれつきの足なえがイエス・キ

リストの名によって癒されたということですが、ここにある霊的な

メッセージは、罪の呪いの世界、罪の束縛の世界からの解放

です。罪の束縛は不自由な世界です。まるで、この足なえが

自分では歩けず、思うように動けなかったように、私たち人間

も自分がしなければならならない事をできず、してはならない

事をしてしまう不自由な罪の束縛の中に生きています。聖書

は、この物語を通して、この足なえの男とは、実はあなたのこと 

であり、あなたは、霊的な意味で、自分の力で解放されない

束縛の中にあるのだと教えているのです。 

     ②②②②    束縛束縛束縛束縛からのからのからのからの解放解放解放解放    

  この生まれつき足の不自由な男が、来る日も来る日も、

『美しの門』の前で乞食をしていた事実は、霊的な束縛だけ

でなく、精神的な束縛の中に生きる人間の姿を表していま

す。それは肉体的な不自由さ以上に、心の不自由さを負い

ながら生きている人間の姿です。  

  彼は、文字通り、生まれて一度も歩いた事がなかったの

で、歩けるようになるという期待を次第に失っていきました。ま

さに鎖につながれたサーカスの象です。そして、これは同様に、

私たちの問題でもあります。実は私たちの中にも心の束縛の

ために、本当は出来るのに、出来ないと決め付けてしまってい

ることがあるのです。 

  しかしペテロは、この足なえをじっと見て、「イエス・キリストの

名によって、歩きなさい」と言いました。すると足なえの足はた

ちどころに強くなり、喜びのあまり躍り上がって歩き出したので

す。それは束縛からの解放でした。 

  ③③③③    キリストキリストキリストキリストにあるにあるにあるにある力力力力    

  神殿にいた人々は、この足なえの男が毎日『美しの門』の

そばで物乞いをするのを見ていました。ですから彼が歩けるよう

になり、躍り上がって神様を賛美している姿を見て驚き怪しん

だのです。そしてこの出来事は、ペテロがもう一度『キリストこそ

が私達の救いであり力である』いうことを証言するきっかけにな

りました。 

  この不思議な出来事のゆえに、人々は好奇心と驚きで、

ペテロたちの所へやって来ました。人々は、この足なえが歩け

るようになったのは、ペテロの力のせいだと誤解したのです。そこ

でペテロは、この事はキリストの力によるものであることを説明

し、それをキッカケに更にキリストの福音を彼らに伝えることがで

きたのです。キリストに全信頼をおいて歩む人を、主は大いな

る業をもって導かれます。そして、その人を主の証人として用い

て下さるのです。 

 

    

●●LVJCCLVJCCLVJCCLVJCC    ユースミニストリーユースミニストリーユースミニストリーユースミニストリー ●● 
    

コールマンコールマンコールマンコールマン    優子優子優子優子    ●●●●    
 

  素晴らしい主の御名を心から賛美いたします。  

  主が、御心のままに、すべてを導き、いっさいの必要を満た

してくださるお方であるということを重ね重ね経験してきた私で

すが、このユースミニストリーの始まりも私にとって、主との交わ

りを深める大切な信仰のステップでした。 

  福音の素晴らしさに触れて、救いの恵みに預かった２週間

後に出産、その数ヵ月後に主はまだ何もわからない私を、子

供のミニストリーへと導いてくださりました。考えてみれば、なぜ

そんなに早くから未経験の新米ママを子供のミニストリーに携

わることをお許しになられたのかと、自分でも不思議に思いな

がら、主に助けを求め続けていました。毎週教会に集う子供

たちからも励ましを受け、このミニストリーが暗中模索の中から

始まった私の信仰生活の燃料となり、力が与えられました。 

  そんな中で、集まる子供たちの一部が小学校を卒業し、

中学校に入ると共に、今までにないユースミニストリーの必要

性を主が示してくださいました。主は、私たちの必要を御存知

で、必ず満たしてくださるお方であるので、それを信じ、教会を

あげて祈り始めました。ユースワーカーが与えられるようにと多く

の祈りが捧げられ、また、ユースワーカー募集の広告をクリスチ

ャンブックストアに貼りに行ったり、いろいろな人に尋ねたりしま

した。皆と同じように祈る私に、主はこう語りかけてくださいまし

た。「あなたがその人です。何も心配せず、私を信じて、従い

なさい。」 主の御声に、聞き従うことの難しさを感じ、まさかこ

の私が？という思いを持ちながら、主にたくさんの言いわけを投

げかけたお祈りをした後で、主の、「私に任せなさい。」という語

り掛けに従う決心をし、ユースのミニストリーに専念することを

決心しました。 

  しかし、何もないところから始まったこのミニストリーをリードし

ていくことはとても大変なことで、ただ子供たちの魂の救いと養

いを主に祈りながら、自分にできることをしようとすればするほ

ど、現状のままで、前進どころか、むしろ後退しているように見

えるときもありました。今まで、毎週教会に来ていたユースが、

来なくなったり、集まるユースの霊的養いが適切になされてい

なかったりしたときに、それがなぜなのか、またどうするべきなの

か、私たちが一番理解できないときにこそ、主が働かれていたこ 

  

 

とを何度か経験しました。そんな時、主は、主が主導権をお持

ちで、主が御心のままにこのミニストリーを導いておられることを

私に教えてくださいました。救われてすぐ、何もわからない未経

験の私に、だからこそ、主により頼み、従うことを主は求めてお

られることを知りました。 

  ユースによるコーヒースタンドを毎週礼拝前に持ち、奉仕の

場が与えられ、責任を持って主に仕える良い学びのときを与え

てくださったのも主。また、ユースが礼拝賛美の奉仕に参加す

る道を開いてくださったのも主であり、魂に生ける水を注ぎ続

け、捕らえてくださっているのも主です。今、日曜日のクラスで

は、十字架の完全さと素晴らしさ、罪の問題解決、私たちが

救われるために支払われた計り知れない代価を中心に御言

葉を通して学び、互いに励ましあい、語り合っています。それぞ

れが、神の視点から見て、無くてはならない存在であるというこ

とをいつも感じられるように、また、とてもペースの速い情報化

社会に生きるユースが、魂のガソリンスタンド、休憩所として、

毎週日曜日に集まることを可能にしてくださっているのも、また

主であります。 

  そして、主は、１１歳のマイキー兄を受洗の決意へと導いて

くださり、ペンテコステ礼拝にて洗礼の恵みにあずかることができ

ました。それだけではなく、マイキー兄の姉のリリアン姉も、受洗

クラスを始める決心へと導かれました。これらすべては、目に見

えない聖霊様の働きであり、時にかなった見事な御業に、驚き

を感じずにいられません。 

  こうして、若いときから、神の愛に触れて、イエス・キリストに

出会い、人生究極の決断へと導かれ、人生の目的を早くから

知るというのは、なんという幸いでしょうか？ また、福音を一度

も耳にしたことのないユースが集まり、永遠に目を向ける素晴

らしい機会としても主がこのミニストリーを用いてくださることを信

じて疑いません。主は、私たちの想像をはるかに超えた、素晴

らしいご計画をそれぞれにお持ちであり、近い将来に羽ばたく、

希望に満ちたユースがこれからの将来を主にあって見出し、主

と共に歩んで行くことができること、また、その過程で、素晴らし

い主の証が立てられていくことを期待しつつ祈り続けます。 

  このミニストリーと尊い子供たちを与えてくださった神様に、

また、いつも励ましとサポートを与えてくださる神の家族に、そし

て、惜しみなく愛とサポートを与えてくださる親御さん、ご家族

の方々に、心から感謝を申し上げます。 
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                        編集室編集室編集室編集室    便便便便りりりり    
 

今日のような情報化時

代では、電話やコンピュー

タは日常生活には欠かせ

ないアイテムです。２５年

前に３ヶ月間のアメリカ一

周の旅をした時には、携

帯電話も PC も GPS も

無く、頼れるものはただ一

冊のガイドブックだけでし

た。時間と足と知恵を使っ

てアメリカ中を見て歩き、

多くの友人も得ました。も

し今なら情報機器を活用

して、もっとたくさんの何か

ができたかも分りません。ど

ちらが良いかではなく、便

利な時代になったと思いま

す。今では仕事も教会奉

仕も PC に頼ることが多い

ので、ひとたび PC に問題

がおきると大変な事態に

なります。万一に備えて日

ごろからバックアップを心が

けるようにしていますが、

「信仰も堅固な基礎を築

くために日ごろのバックアッ

プを入念にする必要があ

るな」と、PC がウイルスに

やられた日に思いました。 

 


